
平成26年度　一般会計当初予算

平成26年度  一般会計当初予算
759億円  ～前年度比プラス７.７％～

　本年度の一般会計・特別会計・公営企業会計の予算が、第１回市議会定例会で可決さ
れました。一般会計の当初予算額は、759億円です。前年度と比較すると、7.7％増加
しました。安定した財源確保と総合計画に基づき、市民生活に直結する多くの事業を継
続的に展開することを目指した編成としました。
　本年度の予算の配分と主な事業について紹介します。詳しい資料は市ホームページに
掲載しています。
　また記録的な大雪による被害に対する緊急的な支援を行うための、一般会計補正予算

（第１号）も可決されました。補正予算額は、37億5,500万円です。
　※金額は端数調整し、「万円」単位で表記しています

問い合わせ　財政課（☎27−2712）

特別会計・公営企業会計 予算額　831億9,006万円
特別会計予算額　602億3,678万円

公営企業会計予算額　229億5,328万円

特別会計（保険料や使用料など特定の収入で支出を賄います）
事　業　名 予　算　額

小型自動車競走事業費 158億4,600万円
学校給食センター事業費 18億2,923万円
国民健康保険 221億3,846万円
後期高齢者医療 18億8,462万円
介護保険 145億3,019万円
下水道事業費 33億8,011万円
農業集落排水事業費 6億0,696万円
特定地域生活排水処理事業費 2,121万円

公営企業会計（市が企業として経営し、支出は収益で賄います）
事　業　名 予　算　額

水道事業 58億9,977万円
病院事業 166億8,626万円
介護老人保健施設事業 2億9,212万円
訪問看護事業 7,513万円

用語の解説
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
市税 市民税や固定資産税など、皆さんが納める税金
国庫支出金　市が特定の事業をするときに、国が負担する補助

金や負担金など
市債 国や銀行などからの借入金
地方交付税　国税（所得税、法人税、消費税など）の一部から、

市の財政状況に応じて交付されるお金
県支出金　市が特定の事業をするときに、県が負担する補助金

や負担金など
繰入金　特別会計や基金などからの収入金
諸収入　預金利子、貸付金の元利収入など
地方消費税交付金　消費税として納められた８％のうちの1.7
 ％の中から、一定の基準で交付されるお金
分担金および負担金　保育所の保育料など、受益者が経費の一

部を負担するお金
使用料および手数料　公共施設の使用料や戸籍、住民票などを

交付するときの手数料
地方譲与税　地方揮発油譲与税、自動車重量譲与税など
その他　自動車取得税交付金、地方特例交付金、利子割交付金

など

歳入の内訳

歳入
759億円

歳出
759億円

市税
274億3,051万円
（36.1%）

国庫支出金
109億6,905万円
（14.5%）

市債
101億7,430万円
（13.4%）

地方交付税
78億円
（10.3%）

県支出金
51億7,649万円
（6.8%）

繰入金
45億9,413万円
（6.1%）

諸収入
29億7,969万円
（3.9%）

地方消費税交付金
24億円
（3.2%）

使用料および手数料
10億3,635万円
（1.4%）

分担金および負担金
17億0,019万円
（2.2%）

地方譲与税
6億9,000万円
（0.9%）

その他
9億4,929万円
（1.2%）

民生費
275億3,475万円
（36.3%）

教育費
108億0,231万円
（14.2%）

土木費
82億3,403万円
（10.9%）

公債費
75億4,881万円
（10.0%）

総務費
70億5,505万円
（9.3%）

衛生費
56億7,507万円
（7.5%）

消防費
41億1,612万円
（5.4%）

商工費
27億4,326万円
（3.6%）

農林水産業費
12億9,027万円
（1.7%）

議会費
4億8,897万円
（0.6%）

労働費
2億6,116万円
（0.3%）

その他
1億5,020万円
（0.2%）

用語の解説
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
民生費　児童、高齢者、体の不自由な人、生活に困っている人

を援助するための経費
教育費　学校教育、社会教育などに使われる経費
土木費　道路、公園、市営住宅などを造ったり、区画整理を行っ

たりするための経費
公債費　道路、学校などを造るために借りたお金を返済するた

めの経費
総務費　税金の徴収、戸籍事務、選挙事務など、市役所の全般

的な仕事に使われる経費
衛生費　皆さんの健康を守ったり、ごみ・し尿を処理したりす

るための経費
消防費　消防、救急業務などに使われる経費
商工費　商業、工業、観光などを盛んにするための経費
農林水産業費　農道や水路の整備など、農業を盛んにするため

の経費
議会費　市議会議員の報酬や議会関係に使われる経費
労働費　勤労者のために使われる経費
その他　災害復旧費・予備費

歳出の内訳

歳入
759億円

歳出
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（36.1%）

国庫支出金
109億6,905万円
（14.5%）
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地方交付税
78億円
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繰入金
45億9,413万円
（6.1%）

諸収入
29億7,969万円
（3.9%）

地方消費税交付金
24億円
（3.2%）

使用料および手数料
10億3,635万円
（1.4%）

分担金および負担金
17億0,019万円
（2.2%）

地方譲与税
6億9,000万円
（0.9%）

その他
9億4,929万円
（1.2%）

民生費
275億3,475万円
（36.3%）

教育費
108億0,231万円
（14.2%）

土木費
82億3,403万円
（10.9%）

公債費
75億4,881万円
（10.0%）

総務費
70億5,505万円
（9.3%）

衛生費
56億7,507万円
（7.5%）

消防費
41億1,612万円
（5.4%）

商工費
27億4,326万円
（3.6%）

農林水産業費
12億9,027万円
（1.7%）

議会費
4億8,897万円
（0.6%）

労働費
2億6,116万円
（0.3%）

その他
1億5,020万円
（0.2%） 新
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市債残高の状況
平成26年度末の
市債残高（元金）見込みは、
約15億3,000万円の増加

区分 平成26年度末
見込み

平成25年度末
見込み 増減額

一般会計 709億2,722万円 673億8,677万円 35億4,045万円
特別会計合計 223億5,534万円 231億1,495万円 ▲７億5,961万円
　下水道事業費 183億0,113万円 187億7,385万円 ▲４億7,272万円
　農業集落排水事業費 40億1,777万円 43億0,850万円 ▲２億9,073万円
　特定地域生活排水処理事業費 3,644万円 3,260万円 384万円
公営企業会計合計 253億0,322万円 265億5,097万円 ▲12億4,775万円
　水道事業 133億7,976万円 135億2,994万円 ▲1億5,018万円
　病院事業 119億2,346万円 130億2,103万円 ▲10億9,757万円
合計 1,185億8,578万円 1,170億5,269万円 15億3,309万円

※「平成25年度末見込み」額は、平成26年度当初予算作成時点の残高です

　各会計とも市債残高の抑制に向け
て事業運営をしていますが、一般会
計においては、赤堀中学校、消防本
部庁舎の建設など大型事業への投資
により増額しています。
　今後とも計画的な市債の発行によ
り、財政の健全化を図り、将来の負
担抑制に努めていきます。

伊勢崎をもっと元気に！ もっと豊かに！ もっと安全に！
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消費税
対策

障害者
支援

  産業 
 振興

  観光 
 振興

  都市
 基盤

少子・
高齢化

平成26年度　一般会計当初予算 平成26年度 当初予算

主な事業の
概要と予算額

養護老人ホーム等建設費補助事業＝１億5,067万円
　新養護老人ホームや特別養護老人ホームの建設

などへの補助

民間保育所施設整備事業＝１億6,623万円
　保育所の増改築などへの補助

母子保健事業＝２億4,027万円
　新妊婦を対象とした歯科健康診査を実施（648

万円）
　拡３歳児健康診査で屈折検査機器を活用した眼

科健診を実施

福祉作業所管理運営事業＝9,270万円
　新桑の実福祉作業所のデイサービス浴室を改修
（400万円）

感染症予防事業＝４億4,067万円
　拡「大人の風しん」予防接種費用の一部助成を追加

疾病予防対策事業＝３億4,732万円
　子宮頸

け い

がん・乳がん・大腸がん検診の無料クー
ポン事業を継続

市民病院機械器具整備事業（病院事業会計）
＝６億8,597万円

　新手術支援ロボットの導入（３億9,764万円）

臨時給付金支給関連事業＝９億1,500万円
　新臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金

を支給

地域行政対策事業＝２億4,947万円
　全170行政区へ地域コミュニティ活動事業補助

金を継続交付（5,100万円）

勤労者融資事業＝8,916万円
　拡勤労者住宅資金融資預託金の拡大（2,554万

円）

商業振興対策事業＝6,081万円
　プレミアム付商品券発行事業への補助（2,600

万円）

中小企業振興対策事業＝１億1,687万円
　地元企業の活性化の一環として住宅リフォーム

費用の一部を助成（１億円）

金融対策事業＝21億6,600万円
　拡小口資金融資保証料補助金の拡充（4,623万

円）

企業誘致事業＝8,910万円
　新地域ブランド創出の研究会を発足（100万円）

宮郷工業団地周辺整備事業＝３億4,781万円
　宮郷地区に工業団地を造成するための周辺整備

を実施（市道・排水路などの整備）

農地整備等県負担金関連事業＝4,050万円
　県実施の土地改良事業や、ため池整備事業への

負担金を支出

いせさき花火大会への補助＝2,800万円
　うち、小型自動車競走事業費特別会計（オート

レース事業）から2,000万円を補助

華蔵寺公園遊園地管理運営事業＝1,306万円
　華蔵寺公園遊園地に鉄道車両を常設

伊勢崎駅周辺整備事業＝15億4,711万円
　伊勢崎駅前広場や駅周辺の道路などの整備

都市計画道路３・４・８号道路改良事業（中央町・
東本町工区）＝２億7,204万円
　新伊勢崎駅前広場や都市計画道路３・４・８号

線の整備

新＝新規の事業　　拡＝拡充する事業

❷地域経済の活性化

❶福祉・地域医療の充実

  疾病
 予防

  地域 
 医療

安心・
安全

消防本部庁舎建設事業＝11億5,400万円
　消防防災の拠点となる車庫一体型４階建ての消

防本部庁舎を建設

消防救急無線デジタル化整備関連事業
＝６億4,706万円

　基地局および消防指令センターの整備、消防団
へのデジタル受令機の配備

治水対策事業＝6,712万円
　新南部第三工業団地付近の道路冠水解消へ向け

排水路の詳細設計を委託（2,000万円）

防犯対策事業＝１億2,879万円
　拡防犯灯のLED化、防犯カメラ付LED防犯灯を

含む490基を新設

羽黒住宅建設事業＝４億6,485万円
　羽黒住宅（Ｉ棟）の建て替え

建築指導運営事業＝2,912万円
　木造住宅の耐震診断委託と耐震改修補助を実施
（580万円）

交通安全施設整備事業＝6,000万円
　「ゾーン30」対策などの交通安全対策を実施

放置自転車等及び放置自動車対策事業＝2,359万円
　新新伊勢崎駅高架下などの駐輪場を整備（1,08
　0万円）

  交通
 安全

第２次伊勢崎市総合計画の策定
　総合的かつ計画的な行政の運営を図るため、

平成27年度から平成36年度までの第２次総
合計画を策定

指定管理者制度の継続
　現在指定管理者制度を導入している42施設

のうち、21施設で平成26年度に指定管理期
間が終了するため、公の施設の指定管理者選
定審議会を経て、再選定の手続きを実施

オートレース事業から一般会計への繰り出し
　経営改善が進んだオートレース事業から、15

年ぶりに一般会計へ１億円を繰り出し

行財政
改革

❺行財政改革の推進

❸安心、安全なまちづくり

水道・
下水道

環境
廃焼却炉解体及び廃棄物処理施設整備事業

＝５億3,000万円
　新清掃リサイクルセンター21基幹的設備改良工

事（４億8,000万円）

環境対策事業＝6,416万円
　住宅用太陽光発電システム設置費補助金を継続
（3,000万円）

汚水施設事業（下水道事業費特別会計）
＝７億3,834万円

　新総合地震対策管渠
き ょ

調査の実施（1,500万円）

上水道施設整備事業（水道事業会計）
＝２億9,970万円

　新境下武士浄水場配水池の第二期増設工事を実
施（２億4,948万円）

教育
教育委員会管理運営事業＝１億2,244万円
　新グローバル人材育成奨励金の交付（1,080万円）

教育指導事業＝２億1,707万円
　新コミュニティスクール導入などの研究

小・中学校・幼稚園耐震補強事業＝10億7,340万円
　小・中学校・幼稚園の耐震設計や耐震改修工事

小学校トイレ改修事業＝４億2,300万円
　小学校のトイレ洋式化などの設計、改修工事

赤堀中学校整備事業＝25億8,839万円
　平成27年度開校に向けた、校舎・体育館、プー

ル、柔剣道場などの工事

生涯学習施設整備関連事業＝２億3,030万円
　新境公民館の建て替えや境采女公民館の耐震設計

市民活動推進事業＝303万円
　拡協働まちづくり事業補助金（90万円）

スポーツ施設整備関連事業＝１億6,758万円
　新あずまスタジアムのスタンドなどの改修および

西小保方沼でのグラウンドゴルフ場の整備

世界文化遺産登録の推進＝6,422万円
　田島弥平旧宅の保存活用、世界文化遺産登録に

向けた周辺環境を整備

  市民
 活動

文化

スポーツ

❹教育・スポーツ・文化の振興

建設作業が進む消防本部庁舎

平成27年度開校予定の赤堀中学校（イメージ）

市民病院で手術支援ロボットを導入

新伊勢崎駅前広場の整備（イメージ）

平成24年度決算に基づく公会計制度の財務書類（貸
借対照表・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資
金収支計算書）を、市ホームページで公表しています。
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